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ベストプラクティスを
仕組化する

京の環境教育：
マレーシアへ

藤野純一
LCS（Low Carbon Society：

低炭素社会）２０５０；富士山の尾根のライン
のように増えてきたCO2を減らすことで

低炭素社会を実現するイメージ
酒井一さん書

シンポジウム「『低炭素・資源循環・自然共生』地域の実現による地域再生に向けて
2015年2月13日、 JA 共済ビル、東京
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2015年2月8日にジョホールバルで、国外で初めての「環境未来都市」
構想推進国際フォーラムが行われました。日本から６都市（北九州市、
横浜市、富山市、東松島市、京都市、ニセコ市）の市や事業者・NGO
の事例紹介をはじめ、マレーシアの都市の先進事例が、２５０名を超
える参加者の間で共有されました。
2月9日、10日に同じくジョホールバルで行われたASEAN環境的に持続
可能な都市に関するハイレベルセミナーからも多くの有識者にご参加
頂き、アジアにもそのコンセプトを伝えることができました。

富山市とイスカンダル開発地域の技術協定
（小水力・交通など）のLoU調印式。

森・富山市長とイスマイル・イスカンダル開発庁長官

京都市に拠点を置く気候ネットワークと
IM KIKOの環境教育の協力に関する

MoU調印式。右は田浦事務局長



59%

21%

20%

アジア地域の低炭素社会シナリオの開発
“Development of Low Carbon Society Scenarios for Asian Regions”
In the case of “Iskandar Malaysia”

Green Economy 
1 Integrated Green Transportation 
2 Green Industry 
3 Low Carbon Urban Governance
4 Green Building and Construction 
5 Green Energy System and Renewable Energy 

Green Community 
6 Low Carbon Lifestyle 
7 Community Engagement and Consensus Building 

Green Environment 
8 Walkable, Safe and Livable City Design 
9 Smart Urban Growth 
10 Green and Blue Infrastructure and Rural Resources 
11 Sustainable Waste Management 
12 Clean Air Environment** 

イスカンダル開発地域のCO2削減ポテンシャル

低炭素社会に向けた12の方策

Research Output 12の方策により、成り行きケースに比べて2025年までに40％のCO2削減、
50％の原単位改善（国家目標は2020年までに40％）を実現する。



研究から計画へ：イスカンダル開発庁が打ち出した１０の行動

研究チームが主体となって作成
した低炭素社会ブループリント
（青写真）に取り上げられている
281の低炭素プログラムから、実
施機関であるイスカンダル開発
庁が10の優先プロジェクトを抽出
し、現在実施中。

1. IT交通管
理システ
ム

2. グリーン経
済ガイドライン

3. 小学校にお
けるエコライフ
チャレンジプロ
グラム

4. グリーン

技術
ポータル

5. 都市および
森林における
植林

6. 責任ある観
光と生態系に
おける多様性
の保全

7. Bukit Batu
低炭素コミュ
ニティー

8. グリーン行
動の評価と表
彰

9. FELDA Taib
Andak低炭素
村

10. Pasir Gudang ‘NAFAS BARU’:を
対象としたクリーンで健康な都市特
別計画

The LCSBPIM Booklet: “Actions for a Low Carbon Future”



こどもエコライフチャレンジ

学習

夏休み・冬休みの

実施

振り返り

次のス
テップへ
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京都市のワークブック
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こどもエコライフチャレンジの経緯
2005年度より協働でスタート
– 京都青年会議所との協働事業として、小学校で地球温暖化・エコ
ライフについての学習会を開催。

2010年から京都市との協働で全校実施
へ！

2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年～
1

全校実施
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マレーシアの関係
者と小学校を訪問
し授業を見学

2012年9月の低炭素教育視察（東京・京都）の一環で





パートナーシップによる事業運営

地球温暖化対策室

特定非営利活動法人
気候ネットワーク

諸連絡
学習会実施

京エコロジーセンター

京都市立小学校

ボランティア

京都市教育委員会

循環企画課・まち美化事務所

ひのでやエコライフ研究所

業務委託

学習会への
参加

募集・参加

こどもエコライフチャレンジプロジェクトチーム

京都市

連絡・調整
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UTM

IRDA JPNJ

マレーシア工科大学
学術面から支援

イスカンダル地域開発庁
行政面から支援

この役割をIM KIKOに
シフトしていく予定

ジョホール州教育局
教育行政面から支援

イスカンダル・マレーシア
地域の小学校

ワークブックの
作成・評価

先生への
指導

学校との調整
実施計画づくり
予算の工面



イスカンダル・マレーシア
エコライフチャレンジ２０１３

• Workbook designed by UTM
• 23 schools (2800 Y6 students)
• 1 months to complete 

individually & groups (October 
2013)
• Final presentation
• No of workbooks distributed –

3790
• No of workbooks returned –

1807
• Return rate – 47.68%
• Low rate because low 

awareness among teachers 
and lack of monitoring at the 
district level. ２３校で実施！



京都市のワークブック
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イスカンダル・マレーシア
エコライフチャレンジ２０１３の様子
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2013年12月イスカンダル・マレーシアエコライフチャレンジ
優勝校の子どもたちが門川大作・京都市長を訪問



•Workbook designed by 
UTM in Malay
• 80 schools (15623 Y6 

students)
• 1 months to complete 

individually & groups 
(October 2014)
• Final presentation for 15 

schools – 10 Nov 2014
• Judges from Malaysia & 

Japan

イスカンダル・マレーシア
エコライフチャレンジ２０１４

８０校で実施！



11th Nov, 2014, New Strait Times （全国紙）

２０１４年11月10日
に最終プレゼン実施



23

19

最初から３年で
全校実施を狙っていた



自由に発想
慎重に計画
大胆に行動

ｂｙ
地元学・吉本哲郎さん

fuji@nies.go.jp 20

＋
仕組化
＝いかに

フォロワーを
増やすことが
できるか！


